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　　　　　　　　　　　　事務罵だよ　り
☆ラングリ航室母艦撃沈され，星港陥落の報に皇軍の赫々たる職果を潜ふる
時，躍進理學日本の榮嬰を双眉に荷って1新しく悠久の天文學入門志望者の浩
息が春淺き琵琶湖畔の事務局の窓を日々賑はして居る．會員の分布を眺めて親
測陣の愈々堅實なる守を念じつ玉，簡輩乍ら會員分布圖を作って諸彦への奏の
報告としよう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圖の読明：　◎印は200名
　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　禽、嵩毒麟盤露
　　　　　　ら　論〆1蟻繰灘l
　　o　　　　　　　　　　　’・資ダ
x70
　　　　　　　　“プロペラの風なまぬるし南十字揺るN”
　知瓢翻象蔓販霜天女窺翼
藏の天文爲眞の調製に當って下さいました知新観象毫（清氷眞一氏経螢）より
從來の天丈鳥山は，同氏の多忙と材料の高縢等に依って，一先づ一・般への製作
を中止したき旨の報知がありましたから御諒承下さい．伺ほ在京小型のみ
（No．1－26）當事務局に残品三歎乍らあり，希望者に御頒ち致します．
　清水眞一氏の今日までの特別なる御厚意に封しまして會員諸氏とともに深甚
の感謝を捧げます．
　　　　　　　　　　　　天　堺　正　護　表
　　　　　　　　　　　の3分の1で，其の比率は會
　　　　　　　　　　　員と殆んど同様である．、各
　　　　　　　　　　　地にある皇軍勇士（冤會費）
　　　　　　　　　　　並びに米國，布畦，ブラジル，
　　　　　　　　　　　ペル1，南洋群島等にある
　　　　　　　　　　　密事は圖の製出上省略した．
　　　　　　　　　　　（ブラジルは⑯印，他は凡
　　　　　　　　　　　て○印に書するものである）
　　　　　　　　　ク　ル　ス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐登見）
本會旧婚のため，特に自ら貴重な時間を費して，秘
　第247號（昭禰1？年第1號）
第33：頁　三月中天丈カレンダ
〃　　　　　ノ！
　第249號（地細7年第3號）
　　第93頁　8行目
　　　誤　　　　　　　　　正
三月5日ノ項（脚註）二　　　　　　　　　　四月5日ノ訣リ「イ1スタ」トアノレノ・
謬墨俣麹云四脚・誤り
午後は8時前後に多い午後は3時前後に多い
x942Si：の天文奪鑑　（本誌第247號特輯）事務局に多少のEk分がありますか
　ら，御希望の方は御申込み下さb．債40銭　邊料5厘（會員は邊料不要）．
